
＜報告要旨＞ 
 日本はいま、人口とともに「労働人口」も減り始めています。社員を企業経営のコストと考える社長の下には人材

は集まらないし育ちません。同じ時代を生きる同志として、時代の荒波を乗り越えともに育ちあう大切な友として真

剣に向かい合うことが大切です。中同協の教育委員長をされていた大久保尚孝さんが「共に育つ」という本の中で次

のようなことを書かれています。「経営者として悩んでいることを議論すると、どんな問題を取り上げても最終的に

は人によって決まるのだという結論になる。『良い人材が欲しい、どうすれば来るのか』を議論すると、誰にとって

も魅力ある職場にしないと人材は集まらないという結論になる。魅力ある企業とはどんな企業か？それは、経営者も

社員もその気なって働ける企業だ。その気とは、我がこととして夢中になって打ち込めるということではないか。そ

の気で働く、その気で考える、その気で学ぶ、その気で観察する、それが人間として主体的に生きるということだ。

経営者がどんな動機で会社を始めても社員との共同・協力がないと企業の存続は難しい。」 

 同友会では理念や目的を自らの実践を基に語り合おうと厳しく指摘しています。会員が本音で「悩みや課題を真剣

に語り合っているか、その課題や悩みや課題を具体的に解決する努力や実践があるか」それを見つめることが必要で

す。今回は、魅力ある企業づくりについて報告していただきます。 

＜秋川保親氏・プロフィール＞ 

１９３３年、愛媛県西条市生まれ。１９６３年、壬生川町議会議員。１９８４年、秋川会計事務所㈱を設立。２０

０４年、秋川会計松山事務所を設立。２００５年、盛和塾愛媛に入会。同年、愛媛同友会に入会。２００６年、愛媛

同友会・経営相談室長に就任して数々の経営相談を受けています。経営相談室設置以降、相談申し込みは１００件を

超えています。顧問先は法人企業３００社余り個人約８００人。なお、個人から法人成りした企業は１２０社以上。 

（著書） 

「必要とされる企業と人」（２０００年）、「元気を出して・中小企業」（２００４年）、 

「小さな会社の大きな経営」（２００７年）、「歌集 下萌え」（２００８年）以上、清風堂書店出版 

「貴方はどんな山を目指しますか」（２０１１年）愛媛新聞サービスセンター出版 
「この町を守るのは誰か ～中小企業の使命～」（２０１２年） 

「未来を拓く中小企業 ～どう生きる、２１世紀～」（２０１４年）愛媛新聞サービスセンター出版 
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2016年７月１９日（火）  

１８：３０～２１：００ 
※申込締め切り：７月１５日（金） 

◆会 場◆  

東温市商工会館 中研修室 
 

◆参加費◆ 無 料 
◆申し込み方法◆ ＦＡＸ（同封の出欠用紙）、 

またはｅ．ｄｏｙｕにて事務局へご連絡下さい。 

主催：愛媛県中小企業家同友会 東温支部 

同友会事務局  

松山市大可賀２‐１‐２８ アイテムえひめ３Ｆ 

TEL ０８９‐９６８‐３１１２ 

FAX ０８９‐９６８‐３１０７ 

ゲストや社員の方が参加される場合は、 

事前に事務局まで参加者名をご連絡ください 


